
令和５年度宇治市農業振興協議会 会議録 

 

〇開 催 日 時：令和５年４月２４日（月）午後２時～午後３時 

〇会 場：市役所８階 大会議室 

〇出 席 者：１５名（３名欠席） 

〇傍 聴 者：０名 

〇報道関係者：１名 

 

＜次第＞ 

 １．開会 

 ２．市長挨拶 

 ３．諮問 宇治農業振興地域整備計画の変更について 

 ４．会長挨拶 

 ５．議題 

   諮問事項について 

 ６．その他 

 ７．閉会 

 

  



【会議内容】 

１．諮問 

 宇治農業振興地域整備計画の変更について松村市長より諮問 

２．議題 

 諮問事項について事務局より説明、質疑応答 

３．その他 

 答申時期について事務局より説明 

 

 

【質疑応答】（要旨） 

諮問事項について 

〇今後の農振協での協議について 

 委 員：関係団体に意見聴取、７月答申と説明があったが、それまでに農業振

興協議会では協議する必要はないのか？ 

 事務局：本件について農業委員会・ＪＡ京都やましろ・巨椋池土地改良区の３

つの関係機関に意見照会を行うこととしている。各団体の意見も踏

まえ、必要に応じて農業振興協議会での協議をお願いする場合もあ

る。 

   

〇営農可能日程について 

 委 員：該当エリアではいつまで営農可能か？ 

 事務局：今回諮問しているものづくりエリアについては今年度限りと考えて

いる。物流エリアについては今後の調整が必要だが令和６年度まで

営農可能と考えている。用排水については事業者と調整していく。 

 

〇対象エリアについて 

 委 員：２つのエリアに分けて開発とのことだが、今後、開発エリアが拡大す

る可能性はあるか？ 

 事務局：対象エリアを広げる予定はないが、久御山町の飛び地に接する農地に

ついては、久御山町と協議を行い、一体的に開発を行う可能性があ

る。 

 

〇開発エリア面積について 

 委 員：開発する面積は？ 

 事務局：ものづくりエリア８ｈａ、物流エリア８ｈａ。合計１６ｈａ。 

 



〇開発検討エリアについて 

 委 員：２４号線沿道の開発はこれが全体像か？ 

 事務局：今回、ご提案していますものづくりエリアと物流エリアに加え先ほど

説明しました久御山町の飛び地も含めての開発で終了。 

 委 員：今後、市道宇治槇島線沿道・市道宇治白川線沿道と開発が続くのか？ 

 事務局：都市計画マスタープランにおいて３か所を産業立地検討エリアに位

置付けている。具体的には今後検討を進める。まずは安田町を進め

ていく。 

 

〇エリア分けについて 

 委 員：なぜ開発を半分にわけるのか？物流エリアは別に協議をするのか？ 

 事務局：企業に早期に進出いただき、雇用の創出など事業効果を早期に発揮さ

せる観点から、地権者からの農用地利用計画変更希望申出書など全

て出揃ったものづくりエリアから進めていく。物流エリアについて

も、準備が出来次第、農業振興協議会と調整を行いたい。 

 

〇農振農用地除外の影響について 

 委 員：物流エリアで茶の栽培に必要な稲わらをもらっている。それに対して

何かしてくれるのか？ 

 事務局：現時点で明確な答えはできないが、伝統の本ず栽培に必要なことと認

識している。今後、調整をしていきたい。 

 

〇用排水について 

 委 員：産業立地エリアを２つのブロックに分け、営農できる年度もそれぞれ

違うことから、用排水等については、引き続き宇治市との協議をお

願いする。 

 

〇公共交通機関について 

 委 員：ものづくりエリアでは、雇用が２００人と説明があったが、路線バス

など公共交通機関は検討されているのか？交通機関があれば南部市

場の繁栄も計画プラスαで考えられる。 

 事務局：２００人という規模では公共交通機関の進出は難しいと思われる。事

業者も交通機関がないことは認識して産業立地エリアに進出される。

街の発展もみて、今後段階的に検討を進める。 



〇各委員の意見について 

 委 員：当日資料配布では、なかなか意見がでてこないと考えられる。各々意

見があれば、宇治市・関係機関に意見を伝えてほしい。 

 

 

その他 

 事務局より次回の協議会開催及び答申スケジュールを７月中と説明。 

 各団体からの意見を踏まえたうえで次回の開催日時の調整を行う。 

 

以上 


